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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　移動局とモバイル・ネットワークとの間の無線信号を用いる分配された方法による移動
局の位置決定方法であって、当該位置決定方法が、
前記移動局と前記モバイル・ネットワークの他の複数の局との間を伝搬する信号の伝搬時
間差を得る工程と、
前記伝搬時間差に基づいて、位置決定により位置決定処理を実行する工程とを含み、
前記位置計算を、複数の動作シーケンス群に分割することによって、モバイル・ネットワ
ーク要素と前記移動局に分配する分配工程であって、当該分割することが、任意の位置計
算動作の間で動的に設定される実行の境界によって分けられた第１の動作シーケンス群と
第２の動作シーケンス群とを形成することによりなされる分配工程と、
前記第１の動作シーケンス群を前記移動局で実行し、前記第２の動作シーケンス群を前記
モバイル・ネットワーク要素で実行する工程とを含んでなることを特徴とする位置決定方
法。
【請求項２】
　前記位置決定処理の第１の動作シーケンス群が、前記移動局において実行されることを
特徴とする請求項１記載の方法。
【請求項３】
　前記位置決定処理の第１の動作シーケンス群（８）が、移動局にて複数の動作シーケン
ス群のセットの中から、モバイル・ネットワークの指示にもとづいて選択されることを特
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徴とする請求項１記載の方法。
【請求項４】
　前記移動局にて実行される第１の動作シーケンス群（８）が、パラメータの決定によっ
て測定結果に合わせて変えられることを特徴とする請求項２記載の方法。
【請求項５】
　移動局において第１の動作シーケンス群により処理されたデータが位置決定サービスセ
ンタに伝えられることを特徴とする請求項２記載の方法。
【請求項６】
　インパルス応答が受信した位置信号から移動局において計算され、該インパルス応答が
さらなる処理のために、位置決定サービスセンタに伝えられることを特徴とする請求項２
記載の方法。
【請求項７】
　未処理の測定結果が、移動局から位置決定サービスセンタに伝えられる（１０）ことを
特徴とする請求項２記載の方法。
【請求項８】
　測定および予備的計算が、測定の結果を前記移動局から位置決定サービスセンタへと送
るかどうかを決めるために、前記移動局にて実行されることを特徴とする請求項２記載の
方法。
【請求項９】
　正式の位置決定処理は実行することなく、測定および予備的計算が、前記移動局にて機
能を作動させるかどうかを決定するために、前記移動局にて実行されることを特徴とする
請求項２記載の方法。
【請求項１０】
　正式の位置決定処理は実行することなく、測定および予備的計算が前記移動局にて実行
され、その結果が、前記移動局があらかじめ決められたあるエリアに位置しているかどう
かを知るためにリファレンス値と比較されることを特徴とする請求項２記載の方法。
【請求項１１】
　位置決定処理の第２の動作シーケンス群が、モバイル・ネットワークの位置決定サービ
スセンタで計算されることを特徴とする請求項１記載の方法。
【請求項１２】
　タイミングを決定するためにダミーバーストが使用されることを特徴とする請求項１記
載の方法。
【請求項１３】
　緊急の番号へのコールがなされたときに、位置決定処理が自動的に開始されることを特
徴とする請求項１記載の方法。
【請求項１４】
　緊急機能が作動中のとき、前記移動局の位置がつきとめられており、該位置が自動的に
緊急センタに知らされることを特徴とする請求項１記載の方法。
【請求項１５】
　前記移動局が前記モバイル・ネットワークに警報を出すことが可能であり、前記移動局
が、警報を送信しないためのコードを要求する形式で繰り返しメッセージを出すようにさ
れ、前記モバイル・ネットワークが前記移動局からの繰り返しのメッセージを待ち、前記
メッセージがない場合に、警報が出されることを特徴とする請求項１記載の方法。
【請求項１６】
　前記移動局が前記モバイル・ネットワークに警報を出すことが可能であり、前記移動局
がいつ警報条件が満足させられたかを決定することを特徴とする請求項１記載の方法。
【請求項１７】
　移動局とモバイル・ネットワークとの間の無線信号を用いる分配された方法による移動
局の位置決定装置であって、当該位置決定装置が、
前記移動局と前記モバイル・ネットワークの他の複数の局との間を伝搬する信号の伝搬時
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間差を得る手段と、
前記伝搬時間差に基づいて、位置決定により位置決定処理を実行する手段とを含み、
前記位置計算のために、前記装置が、
前記位置計算を、複数の動作シーケンス群に分割することによって、モバイル・ネットワ
ーク要素と前記移動局に分配する分配手段であって、当該分割することが、任意の位置計
算動作の間で動的に設定される実行の境界によって分けられた第１の動作シーケンス群と
第２の動作シーケンス群とを形成することによりなされる分配手段と、
前記第１の動作シーケンス群を前記移動局で実行し、前記第２の動作シーケンス群を前記
モバイル・ネットワーク要素で実行する手段とを含んでなることを特徴とする位置決定装
置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
　本発明は、請求項１の冒頭に示す、移動局（ＭＳ）の位置を分配された方式で決定する
ための方法に関する。
【０００２】
移動局とモバイル・ネットワークとのあいだの無線信号の転送に基づく位置決定方法は知
られている。位置は、移動局または基地局から送信された信号、およびそれら信号の測定
、およびその結果を実質的な集中方式で処理することに基づいて決定される。
【０００３】
そのような方法の１つは、ＧＳＭシステムで使用される、無線伝送の伝搬時間および到着
時間差（ＴＤＯＡ）の利用に基づく位置決定方法である。ＧＳＭシステムでは、移動局は
信号を少なくとも３つのトランシーバ基地局（ＢＴＳ）へ送信し、トランシーバ基地局は
、信号の到着時間を測定し、したがって、それらの時間差を計算することができる。時間
差は、既知のビット・パターンと受信したバースト信号とのあいだの相関の結果であるイ
ンパルス応答を使用して得られる。ビット・パターンは、いわゆるトレーニング・シーケ
ンスまたは対応する既知のシーケンスである。時間差は、たとえば、最高相関に対応する
点または最初の到着成分に対応する点を選択することによって、インパルス応答に基づい
て決定することができる。最初の到着成分とは、マルチパス伝搬における最短経路を介し
て到着した信号であり、インパルス応答ピークが、信号に対応する点で信号によって生じ
る。時間差は、少なくとも２つの双曲線を発生するために位置決定サービス・センタ（Ｌ
ＳＣ）で使用され、双曲線の交点は移動局の位置を示す。時間差が正確ではないために、
双曲線の交点は、単一の点ではなく範囲を限定する。双曲線の位置は、基地局の位置に関
して決定される。
【０００４】
そのような方法の２つ目では、移動局が信号を基地局から受け取る。位置は移動局で計算
されるか、あるいは測定データ、すなわち観測された時間差（ＯＴＤ）がモバイル・ネッ
トワークへ送られ、次にそこで位置が計算される。
【０００５】
緊急サービスを必要とする特別のグループに属する人々、たとえば、心臓疾患または癲癇
を患っている人々は、このごろは警報装置を有し、それらを用いて即時の救助をコールす
ることができる。これらの警報装置は特別の設備を必要とし、救助を必要としている人の
位置、および救助の必要性を緊急センタへ知らせる。ある特定の場合には、それらの装置
は患者の家庭、好ましくはベットの側および居室、さらには他の場所、たとえば庭で、公
衆電話網へと接続された信号発信装置である。そのような装置のスイッチが押されると、
装置は、公衆電話網を介して警報メッセージを緊急センタへ送る。装置の位置は、緊急セ
ンタで知られている。
【０００６】
既知の方法の問題点は、基地局、位置決定センタ、および移動局とのあいだに信号送信能
力を必要とすることである。他の問題点は、位置が移動局によって計算される場合の、移
動局内のプロセッサの計算処理能力である。緊急表示に関連した更なる問題点は、特別な
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設備の必要性、および設備を使用する人がその近傍に居なければならないこと、および移
動局によって緊急センタへコールするとき、発呼者が自分の正確な位置を知っている必要
があること、およびその位置を言葉で伝えなければならないことである。
【０００７】
さらに、既知の移動ベースの位置決定方法に伴う問題点は、移動局が、周囲の状況その他
のパラメータを考慮に入れることなく、一定の測定を実行することである。
【０００８】
本発明の目的は、前述した従来技術の欠点を除去することである。
【０００９】
本発明による方法は、請求項１の記載によって特徴づけられる。本発明の好ましい実施形
態は従属項に記述される。
【００１０】
　本発明は、移動局の位置を移動局とモバイル・ネットワークとのあいだの無線信号を利
用した分配された方式で決定する方法であって、前記位置の計算が、該位置計算が動作シ
ーケンスへと分割されて、該動作シーケンスがモバイル・ネットワークの要素および移動
局にて実行されるような方式でモバイル・ネットワークの要素と移動局とに割り当てられ
、前記位置計算の第１の動作シーケンスが移動局にて実行され、前記位置計算の最後の動
作シーケンスが前記モバイル・ネットワークの位置決定サービス・センタで処理される方
式に関する。本発明によれば、前記位置の計算のモバイル・ネットワークと移動局とのあ
いだの割り当ては、各移動局について独立に、前記動作シーケンスの実行の境界が移動す
ることによって動的に変化する。モバイル・ネットワークでは、計算は、好ましくは、位
置決定サービス・センタによって実行される。割り当てられたユニットは、モバイル・ネ
ットワークおよび空中インタフェースを介して情報を交換する。
【００１１】
　基地局は、好ましくは位置決定サービス・センタから制御され、通常の基地局信号ある
いは位置決定に最適化された特別の信号であってもよいが、位置決定信号を移動局へ送る
。少なくとも該信号の到着が移動局で計測される。分配された位置決定による方法で、予
備的分析が、計測データに対し実行されてもよい。分析のタイプは、位置決定方法に従っ
て選ばれ、該方法に必要な情報を決定するために使用される。たとえば、ＯＴＤ法におい
ては、近隣基地局から受け取った信号と既知の信号内のビット・パターンとのあいだの相
関が、インパルス応答を発生するために使用され、該インパルス応答の形がチェックされ
る。移動局が、そのタイミングを、サービスしている基地局の信号に従って調節している
ので、インパルス応答が、好ましくはインパルス応答の質量の中心または最初の立ち上が
り縁を発見することによって、サービスしている基地局と近隣基地局とのあいだの観測さ
れた時間差（ＯＴＤ）を決定するために使用される。もし必要ならば、位置決定サービス
・センタは、分析に必要な追加データを移動局へ送る。それらの追加データは、たとえば
、補正係数または他の環境パラメータのような、セルラ・モバイル・ネットワークのサー
ビスしているセルに基づくデータである。たとえばＯＴＤ法では、追加データは、その特
定の環境で予想されるインパルス応答の形に関連したパラメータを表わすかも知れない。
インパルス応答内の最も高いピークの、周囲のより低いピークに対する相対的高さは、好
ましくは、あるしきい値レベルを超える必要があり、さもなければ、インパルス応答の形
は誤ったものとなり、計測は失敗することが発見された。
【００１２】
　本方法の１つの適用例において、位置決定の第１の動作シーケンスは、モバイル・ネッ
トワークからの指示に基づいて、複数の動作シーケンスのセットの中から選択される。そ
のような指示は、たとえば、環境または測定データに基づいて出される。環境データは、
たとえば、セル識別に基づいて得ることができる。測定データは、少なくとも、移動局ま
たは基地局で受け取られた信号に関するデータを含む。指示は、モバイル・ネットワーク
で、好ましくは位置決定サービス・センタＬＳＣによって決定される。実際には、たとえ
ば、ＯＴＤ法を使用しているとき、モバイル・ネットワークは、移動局が山岳地帯に位置
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していることを発見するかも知れない。山岳地帯では、直接経路を介して到着する信号成
分の後に、山腹からの反射のような遅延成分が到着する確率が高い。そのような場合、イ
ンパルス応答の強度がシステマティックにシフトされて遅れるので、質量の中心よりも最
初の立ち上がり縁を選択する方が、より良い選択肢である。したがって、モバイル・ネッ
トワークは、最初の立ち上がり縁でインパルス応答分析を実行するように、すなわち、た
とえば最も高いタップの高さの４０％を超える高さを有する最初のインパルス応答タップ
を選択するように、移動局を制御することができる。モバイル・ネットワークで、移動局
によって報告されたＯＴＤ値のばらつきを計算することが有利であり、もしばらつきがあ
まりに高ければ、インパルス応答によって正しいＯＴＤ値を決定することは、移動局内で
は不可能であることが推定され、移動局は幾つかのインパルス応答を平均化するように指
令される。これは、たとえば移動局が山岳地帯に位置するセルのエリア内にあるときにな
される。この例に従ったケースでは、反射が発生し、したがって、インパルス応答の質量
中心の使用は、おそらく誤った時間差測定結果を導くであろう。
【００１３】
　本方法の１つの適用例において、移動局で実行される位置決定の第１の動作シーケンス
は、決定パラメータによる測定結果へ適合するように変えられる。適合の決定は、移動局
またはモバイル・ネットワークでなされる。適合の観点から関係のある測定結果は、信号
強度、雑音比などを含む。決定のためのパラメータは、好ましくは、算術式の係数である
が、さらに可能性として算術ルーチンまたは補正手段の選択に使用されるブール演算子で
ある。たとえばＯＴＤ法では、受け取った信号の弱さおよび貧弱な信号対雑音比は、測定
が信頼できないか不正確であることを示す。したがって、インパルス応答の質量中心の計
算は、最初の立ち上がり縁を決定することよりも信頼できる選択肢である。さらに、位置
決定サービス・センタが、環境およびモバイル・ネットワーク・セルの特性に従って移動
局を制御し、それら周囲環境における位置決定が可能な限り正確になるようにしてもよい
。
【００１４】
　本方法の適用例において、移動局内で、第１の動作シーケンスによって処理されたデー
タは、位置決定サービス・センタへ転送される。
【００１５】
本方法の適用例において、インパルス応答は移動局で受け取られた位置信号のために計算
され、それらのインパルス応答は、更なる処理のために位置決定サービス・センタへ転送
される。さらに、インパルス応答は、到着時間差を決定するために移動局内で処理されて
よい。このようにして、本位置決定プロセスでは、移動局とサービス・センタとのあいだ
で転送される必要があるデータは、ほんの少量である。
【００１６】
本方法の適用例において、生の測定データが移動局から位置決定サービス・センタへ転送
される。このようにして、本位置決定プロセスでは、移動局とサービス・センタとのあい
だで、多量のデータが転送されなければならないが、移動局にて必要な処理能力は低い。
【００１７】
　本方法の適用例において、位置決定プロセスの第２の段階は、モバイル・ネットワーク
内の位置決定サービス・センタで計算される。サービス・センタは、移動局から処理済み
または生の測定結果を受け取り、それらに基づいて位置推定値を計算する。もし必要であ
れば、移動局は幾つかのシリーズの測定結果を測定する。幾つかの異なるシリーズの測定
結果を使用しているときには、より正確な位置推定値が、たとえば、平均化を使用して計
算される。もし主な測定データに加え、追加データが移動局から送られると、それらのデ
ータは位置決定プロセスで利用可能である。位置決定方法、およびそのための可能なパラ
メータは、追加データに基づいて選択される。
【００１８】
本方法の適用例において、モバイル・ネットワークと移動局とのあいだの位置決定プロセ
スの割り当ては、動作シーケンスの実行の境界を動かすことによって動的に変更される。
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実行の境界とは、処理の全体を、モバイル・ネットワークで実行される部分と移動局で実
行される部分とへ分割する動作シーケンス間の境界を意味する。処理は、状況または移動
局の処理能力に従って分散される。実行境界の移動は、たとえば、動作環境、測定結果の
特性、移動局の処理能力、および利用可能な信号送信能力を考慮に入れることによって制
御される。たとえば、ＯＴＤシステムでは、インパルス応答分析は、周囲の状況によって
、移動局またはモバイル・ネットワークのどちらかで実行することができる。山岳地帯で
は、強い反射によって生じた間接信号が分析をより複雑にするので、移動局またはモバイ
ル・ネットワークにて、移動局からモバイル・ネットワークへインパルス応答を送って分
析するように決定がなされる。移動局は、たとえばインパルス応答の形が異常である、あ
るいは処理能力が不充分であることに気づき、したがって、分析をネットワークによって
実行することが決定される。移動局とモバイル・ネットワークとのあいだに、充分な信号
送信能力が存在しないときは、転送される情報量をできるだけ小さくするために、可能な
限り多くのデータを分析する必要があることを、移動局に対してモバイル・ネットワーク
が明示することが好ましい。
【００１９】
１つの解決法では、移動局は、何を位置決定サービス・センタへ報告するかを決定する。
転送されるデータは、分析済みまたは単なる測定結果、および雑音比、信号強度、および
インパルス応答のような追加データを含む。代替的に、位置決定サービス・センタは、移
動局からある測定結果を要求する。多大の計算負荷を移動局に担わせるとき、結果の転送
に必要な転送能力は、ほんの少量である。なぜなら、処理された測定結果は、位置に関す
る重要情報のみを含むからである。一方、生の測定結果は、全ての測定可能なデータを含
み、したがって、転送に多大の能力を必要とする。
【００２０】
例としてＯＴＤ位置決定を考える。そのシステムでは、移動局は通常インパルス応答を計
算し、異なった基地局から受け取った信号間の時間差を決定し、時間差をサービス・セン
タへ送る。もしインパルス応答の形が、移動局が時間差を決定できないようなものであれ
ば、全てのインパルス応答データがサービス・センタへ送られる。もし信号送信能力が、
たとえばネットワーク輻輳、などのために低ければ、移動局はより正確なインパルス応答
分析を実行するよう指令される。もし、移動局の処理能力があまりに低く、割り当てられ
た仕事を移動局が実行できない状況である場合、測定信号の全てまたは信号のいくつかが
、移動局からモバイル・ネットワークへ送られ、分析されるであろう。移動局が位置決定
を行なうのに困難な地点、たとえば、山岳に位置していることが分かっているときはすぐ
に、移動局は測定信号をサービス・センタへ報告することを指令されるのが好ましい。な
ぜなら移動局は、その地点のインパルス応答分析に充分な能力を有するとは思われないか
らである。
【００２１】
本方法の適用例において、ダミー・バーストがタイミングに使用される。ダミー・バース
トは、基地局の負荷が重くないときにしばしば生じる送信する情報が存在しない状況のと
きに送信される。ＧＳＭにおけるダミー・バーストは、１４２の固定ビットを含み、シス
テム内の他の既知のトレーニング・シーケンスとは異なっている。主に、共通制御チャネ
ル（ＣＣＣＨ）、ブロードキャスト制御チャネル（ＢＣＣＨ）、周波数制御チャネル（Ｆ
ＣＣＨ）、高速関連制御チャネル（ＦＡＣＣＨ）、低速関連制御チャネル（ＳＡＣＣＨ）
、スタンドアロン専用制御チャネル（ＳＤＣＣＨ）、および同期チャネル（ＳＣＨ）およ
びトラフィック・チャネル（ＴＣＨ）上に受け取り可能なバーストが存在する。同期チャ
ネルは、長いトレーニング・シーケンス・コード（ＴＳＣ）を有するバーストを含み、し
たがって、タイミング測定に適している。制御チャネルおよびトラフィック・チャネル上
のバーストは、同期チャネル上のバーストほど長くなく、したがって、タイミング測定に
は適していないが、充分である。
【００２２】
例として、本発明による、信号の受信にて観測された時間差を要件とする方法を使用する
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位置決定プロセスを考察する。位置決定プロセスは、移動局のユーザによって、またはそ
れを要求する、あるいはどこか他の場所からのそのような要求を伝達するモバイル・ネッ
トワークによって開始される。たとえば、自動的位置決定が緊急のコールに基づいて開始
される。移動局はバースト信号を受け取り、その観測された時間差が、インパルス応答を
使用して計算される。移動局は、位置決定プロセスに関連した予備的動作を実行し、処理
結果をモバイル・ネットワーク内の位置決定サービス・センタへ送る。位置決定サービス
・センタは、受け取った処理済の時間差データおよび基地局の位置データに基づいて、移
動局の位置を計算する。次に、位置情報は適切な受信者へ送られる。
【００２３】
本方法の適用例において、位置決定プロセスは、緊急番号へのコールがなされたとき自動
的にスタートする。番号は、たとえば、緊急センタ、警察、消防隊、または沿岸警備隊に
属してよい。
【００２４】
本方法の適用例においては、緊急機能の作動の結果として、位置が計算され緊急センタへ
自動的に送信される。緊急機能は、好ましくはメニュー方式、またはこの機能のために予
約された移動局の特別のキーによって作動させられる。
【００２５】
本方法の適用例において、モバイル・ネットワークは、移動局から定期的に反復されるメ
ッセージを待つ。もしメッセージが無ければ、モバイル・ネットワークは警報を発生する
。メッセージは、好ましくは、移動局の位置に関する情報を含む。メッセージの送信が止
まった後、最後に受け取った情報に基づいて、移動局の最も最新の位置を決定することが
できる。
【００２６】
本方法の適用例において、移動局は、いつ警報条件が満足させられたかを決定する。これ
は、移動局へ接続された別個の測定機器によって、または移動局の内部測定機能を使用す
ることによって実行される。
【００２７】
本方法の適用例において、時間差を計算するために、複数の異なるバースト・トレーニン
グ・シーケンスが受け取った信号と比較され、相関の結果として得られたインパルス応答
が、トレーニング・シーケンスが正しいかどうかを決定するために使用される。インパル
ス応答の形に関して条件を設定することができ、それに基づいてトレーニング・シーケン
スが正しいと認識される。条件は、たとえば、他の時間の瞬間と比較したときの最大イン
パルス応答の明瞭度である。
【００２８】
本方法の適用例において、移動局は、測定結果を移動局から位置決定サービス・センタへ
転送するか否かを決定するために、測定および予備的計算を実行する。たとえばＯＴＤ位
置決定システムでは、移動局は測定を実行し、観測された時間差を計算する。もし時間差
がしきい値よりも多く変化したならば、移動局の位置が変化したものと推定される。この
ために、移動局は、移動局の実際の位置に関する情報を必要としない。位置の変化は、位
置決定サービス・センタへ報告される。測定結果または処理済のデータが、既知のリファ
レンス値と比較される。更なる動作は、この比較の結果に基づく。
【００２９】
本方法の適用例において、移動局は、機能が移動局で作動されるべきか否かを決定するた
めに、位置決定プロセスそれ自体を実行することなく、測定および予備的計算を実行する
。
【００３０】
本方法の適用例において、移動局は、測定および予備的計算を実行し、位置決定プロセス
それ自体を実行することなく、移動局がある所定エリア内に位置しているかどうかを見出
すために、結果をリファレンス値と比較する。リファレンス値との比較は、移動局が、ネ
ットワーク・オペレータとのコール価格が設定されているエリアに位置しているかどうか
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を決定するために実行される。そのようなエリアにおけるコール価格は、通常、他のエリ
アよりも低いが、モバイル通信接続を作り出すために費用がかかる難しい地形では高くな
る。リファレンス値は、たとえば、ユーザの家庭の位置についての情報のような、移動局
のメモリに記憶されたデータから構成される。さらに、リファレンス値は、モバイル・ネ
ットワークの中で継続して利用可能であってよい。たとえばＯＴＤ法では、あるエリア、
たとえばユーザのホームエリアの中の異なった基地局のあいだのＯＴＤ値は、好ましくは
、測定によって決定される。これらの測定された値は、参照として使用される。移動局、
またはユーザ、またはモバイル・ネットワークの基準に基づいて、移動局があるエリアに
位置しているかどうかをチェックする決定がなされたとき、移動局はＯＴＤ値を測定する
。測定結果は、充分な相関を検査し、位置するエリアを決定するため、記憶されたリファ
レンス値と比較される。有利な基準は、８つの可能な測定ＯＴＤ値の中で５つが、少なく
とも２００ｍの正確度で相互に一致することである。ＯＴＤ値を使用しているとき、これ
らは、移動局がアイドルであるときにも決定することができる。好ましくは、プロセスは
ある時間間隔で、またはハンドオーバと連係して実行される。したがって、移動局がホー
ムエリアのような特殊エリアに位置しており、その料金が適用されることを、ユーザがコ
ールを行なう前に移動局上でユーザへ示すことができる。非同期モバイル・ネットワーク
内でＯＴＤ法を使用しているときは、基地局間の時間差も移動局へ転送して、移動局がＯ
ＴＤ値を測定できるようにしなければならない。タイミング差は、既知のセル・ブロード
キャスト法を使用して、またはブロードキャスト制御チャネル（ＢＣＣＨ）上で転送され
る。もし測定結果がリファレンス値と相関すれば、移動局は、それがリファレンス値に従
ったエリア、有利にはホームエリアに位置していることを推定する。観測された位置はユ
ーザへ示され、ユーザは、その位置に従った料金が適用されることを知ることができる。
ユーザがコールを行なうとき、移動局は、それが特殊料金エリアに位置していることをモ
バイル・ネットワークに通知するか、あるいはモバイル・ネットワークが分析することに
よって同じことを推定することができるように、測定結果をモバイル・ネットワークへ転
送する。
【００３１】
　本発明の利点は、位置決定の処理を柔軟に分配することによって、システムの能力がよ
り効率的に使用されることである。処理が大きく分配されて多くの情報が転送されるか、
あるいは処理が集中方式でなされて少ない情報が転送されるように、信号送信と処理は重
み付けされる。移動局が全てのデータを処理することはなく、したがって大きな処理能力
を必要としない。しかし、移動局内の予備的処理は、転送される情報の量を顕著に低減す
る。全ての測定結果の代わりに、重要なデータのみが転送される。したがって、本発明の
方法によって、充分な処理能力がある所で処理を実行することができ、不必要に信号送信
能力を消費することはない。このようにして、困難な状況下で移動局の処理能力が不充分
であるために、位置決定の正確性が影響を受けることはないであろう。
【００３２】
本発明の他の利点は、緊急コールの開始時に、位置決定プロセスが自動的且つ迅速に実行
されることである。
【００３３】
本発明の更なる利点は、位置決定にダミー・バーストを使用しているとき、制御チャネル
またはトラフィック・チャネルのバーストのみを使用しているときよりも、受信信号のタ
イミングがかなり頻繁に測定され、したがって、測定結果が多くなり、それらを、たとえ
ば平均化することによってフィルタすることができ、測定がより正確になることである。
【００３４】
本発明の他の利点は、移動局が位置を決定されているとき、移動局は、その位置が前の報
告の後に変化したときにのみ、測定結果を送ればよいことである。
【００３５】
本発明の更なる利点は、移動局が、コール料金がより低いホームエリアのような特殊エリ
アに位置しているかどうかを、アイドル状態のユーザへ示すことができることである。こ
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のようにして、ユーザは、コールを行なう前にコール料金を知ることができる。
【００３６】
本発明は、今から、添付の図面を参照して、より詳細に説明されるであろう。
【００３７】
図１は、本発明による設備の基本的な構成要素を示す。移動局１はトランシーバ基地局２
、３、４のサービスエリアに位置している。トランシーバ基地局２、３、４は位置決定サ
ービス・センタ５と接続されており、位置決定サービス・センタ５では、計算処理の少な
くとも一部分が本発明に従って実行される。
【００３８】
図２は、本発明に従った位置決定方法の動作の基本的な段階を流れ図で示す。最初のステ
ップ６で、バーストを含む信号が、既知の方法でトランシーバ基地局から送信される。移
動局では、インパルス応答が、リファレンスと比較した時間差を使用して、バースト信号
から測定７される。リファレンスは、好ましくは、他のトランシーバ基地局によって送信
されたバースト信号から作成される。予備的計算８は、時間差および他のデータ、たとえ
ば信号強度、のために実行され、データ分析、および可能性として、次の位置決定ステッ
プのための処理を含む。たとえば、ＯＴＤ法では、予備的計算は、インパルス応答の形の
チェック、および時間差に対応する質量中心の探索を含んでよい。この処理は、たとえば
、受信信号サンプルの代わりに、バースト信号の数値化された時間差をもたらす。もし予
備的計算が成功すれば９、予備的計算で処理された情報が、無線によりモバイル・ネット
ワークを介して位置決定サービス・センタへ転送され１０、そこで最終的計算ステップが
実行される１１。そうでなければ、プロセスはスタートへ戻る。これらの計算ステップは
、たとえば、数値化された時間差および基地局の位置データに基づいて位置決定を行なう
ことを含む。もし位置決定が成功すれば１２、プロセスは終了する。そうでなければ、そ
れはスタートへ戻る。
【００３９】
図３は、インパルス応答を座標系で示す。水平軸は時間を表わし、垂直軸は正規化された
相関を表わす。応答タップ１～９および２２～３３は、使用されたトレーニング・シーケ
ンス・コードと、ほとんど無視できる相関しか示さない。応答タップ１０～２１は、バー
ストとトレーニング・シーケンス・コードとのあいだの検出可能な相関を示す。応答タッ
プ１５～１７は、完全相関またはほとんど完全な相関を示す。したがって、時間差は応答
タップ１５から１７に対応する。これを、信号サンプリング時間に関する情報と組み合わ
せることによって、時間差の実際の大きさを時間単位、たとえばサンプリング期間または
ビット・シーケンス長で決定することができる。座標系内の線Ｔｈ１は、最高応答タップ
が許容されるために超えなければならないしきい値レベルを表わす。座標系内の第２の線
Ｔｈ２は、最高応答タップが許容されるために、周囲の応答タップが到達してはならない
しきい値レベルを表わす。
【００４０】
図４は、受信したバーストから時間差を決定する方法のブロック図である。この方法は、
好ましくは、移動局内でバースト信号のあいだの時間差を計算するために使用される。ブ
ロック１３は、無線チャネル構成に関する情報を表わしており、トレーニング・シーケン
スを選択または作成１４するために使用される。トレーニング・シーケンスは、この場合
、好ましくは、既知のトレーニング・シーケンスであるか、ダミー・バーストのビット・
パターンである。レシーバ１５は無線信号内のバーストをディジタル形式へ変換し、それ
をさらに相互相関ブロック１６へと送り、そこでバーストがトレーニング・シーケンスと
比較される。得られたインパルス応答（ＩＲ）は、ブロック１７へ持ち込まれ、そこでイ
ンパルス応答の形がチェックされる。もしインパルス応答の形が満足できるものであれば
、本方法は、たとえば、最大の応答タップまたは最初の受信信号成分に対応するタップを
使用して、インパルス応答に基づき時間差の計算を開始する１８。もしインパルス応答が
満足できるものでなければ、異なったトレーニング・シーケンスが選択され１４、相互相
関１６およびインパルス応答の形のチェック１７が反復される。もし全てのトレーニング
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・シーケンスおよびダミー・バーストが相互相関１６で使用され、形が満足できるもので
なければ、バーストは拒絶される１９。
【００４１】
図５は、例として与えられた、可能な幾つかの位置決定機能の割り当ての境界を示す。パ
ートＡは、移動局で実行され、サンプリングを含む。パートＢ１～Ｂ４は、移動局または
モバイル・ネットワークのどちらかで実行され、したがって、示された線の１つに割り当
ての境界が置かれる。パートＢ１はインパルス応答の計算を含む。パートＢ２はインパル
ス応答の形に適した基準、たとえば質量の中心または立ち上がり縁の４０％レベルを使用
して、信号到着時間を決定することを含む。パートＢ３は、平均、メジアンの計算、また
はフィルタに通されたデータの平均を使用して、測定データをフィルタに通し結合するこ
とを含む。パートＢ４は、位置変化を検出するため有利に使用される予備的計算を含む。
パートＣはモバイル・ネットワーク内で実行され、位置推定値の計算を含む。
【００４２】
図６Ａ、図６Ｂ、および図６Ｃは、位置決定機能の割り当ての例の幾つかを示す。
【００４３】
図６Ａにおいて、移動局は、無線伝送で反射が起こらない田園地帯でアイドル状態にある
。パートＡに従った全ての動作は、移動局で実行される。この場合、サンプリング、イン
パルス応答の計算、質量中心の決定、および平均が移動局で実行される。パートＢに従っ
た動作はモバイル・ネットワークで実行される。この場合は予備的計算および位置推定値
の計算がモバイル・ネットワークで実行される。
【００４４】
図６Ｂにおいて、移動局は、無線伝送で多くの反射が生じる都市部でアイドル状態にある
。パートＡに従った全ての動作は、移動局で実行される。この場合、サンプリング、イン
パルス応答の計算、立ち上がり縁の有利には４０％レベルの決定、およびメジアンの決定
が移動局で実行される。パートＢに従った動作は、モバイル・ネットワークで実行される
。この場合、予備的計算および位置推定値の計算がモバイル・ネットワークで実行される
。
【００４５】
図６Ｃにおいて、移動局は都市部にてアイドル状態にあり、その位置をモニタし移動を報
告している。パートＡに従った全ての動作は、移動局で実行される。この場合、サンプリ
ング、インパルス応答の計算、立ち上がり縁の有利には４０％レベルの決定、メジアンの
決定、および予備的計算が移動局で実行される。パートＢに従った動作は、モバイル・ネ
ットワークで実行される。この場合、位置推定値の計算がモバイル・ネットワークで実行
される。
【００４６】
もし機能の割り当てが動的に変更可能であれば、図６Ａ、図６Ｂ、図６Ｃで記述される状
況、およびそれ以外の選択肢のあいだでの変更が、たとえば、移動局でインパルス幅の変
化を検出し、モバイル・ネットワークで移動局から送られたデータに基づく信号対雑音比
の変化を検出し、または位置決定サービス・センタで１つのエリアから他のエリアへの移
動局の移動を検出しているときに可能である。少なくとも、これらは、移動局とモバイル
・ネットワークとのあいだの実行の境界をシフトする理由である。平均およびメジアン計
算のパラメータ、たとえばサンプル・セットの大きさなども、状況に従って有利に変更可
能である。自然な平均化の大きさは、たとえば５～２０のサンプルを含む。
【００４７】
第２の例、すなわち、移動局上のメニューまたは特別のキーを使用して開始される自動緊
急表示を考えてみる。メニューを用いて、緊急のタイプ、すなわち災害、盗難、または心
臓発作を知らせることができる。緊急表示の作動に基づいて、自動監視センタとのコンタ
クトがなされ、監視センタはさらに位置決定サービス・センタ５とコンタクトする。位置
決定サービス・センタ５は、前述した位置決定プロセスを実行する指示を移動局１へ送る
。その後で、移動局１の位置および緊急のタイプが緊急センタへ知らせられる。サービス
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・センタからのコマンドを待たないで、ユーザが移動局上で自動緊急表示を作動させると
、直ちに位置決定の処理が移動局上で開始されるようにしてもよい。緊急センタは、音声
メッセージの形式で、またはコンピュータへ伝えられるメッセージとして、情報を受け取
る。音声メッセージは、好ましくは、移動局１に記憶され、緊急の原因を知らせる。位置
決定および緊急の信号送信は、所定のスケジュールで継続する。位置は、移動局１がモバ
イル・ネットワークのサービスエリア内にあることを決定することによって確かめられる
。位置が、装置１のディスプレイ上でユーザへも示されるようにすることもできる。
【００４８】
さらに、緊急表示は、別個の作動装置、たとえば心臓疾患を有する患者の心臓の鼓動をモ
ニタし、心臓発作で起こるように、脈拍が弱くなるか消えたとき緊急表示を作動装置によ
って作動させられることができる。他のそのような作動装置は、衝突を検出する加速セン
サおよびビルにおける煙検出器を備える装置を含む。
【００４９】
機能が作動された後、移動局１が警報を送信しないための秘密のコードをくり返し要求す
るように、本方法の中で機能を実現してよい。この機能は、ユーザが盗難に遭うかも知れ
ないような危険区域で特に有用である。なぜなら、移動局１は、位置決定プロセスを実行
することに加えて、たとえ装置が盗まれても、助けをコールするからである。さらに、本
機能は、たとえば病気の発作によってユーザが助けをコールすることができないときにも
有用である。警報を防止するための定期的認承をモバイル・ネットワークが待つように機
能を実現することもできる。そのときは、都合がよいように、装置が機能を休止する前に
、バッテリー充電の低下をモバイル・ネットワークへ自動的に通知して、不必要な警報を
発生しないようにする。他方では、もし移動局１が事故で破壊されたり、または海難で船
舶と共に沈没すれば、警報が発生する。
【００５０】
様々な移動局１は、様々な処理能力を有してよく、処理能力の使用は、移動局がアイドル
状態から作動状態へ、またはその逆へ、変化するにつれて変化する。移動局１は、利用可
能な能力を推定し、推定された能力の限界内で測定結果を処理し、処理されたデータを最
終処理のために位置決定サービス・センタ５へ送る。特に、基地局の位置決定情報を必要
とする処理は、位置決定サービス・センタ５で実行されるのが好ましい。
【００５１】
代替的に、不可能な値が除去されるような方式では、履歴データも位置決定プロセスで使
用される。そのような履歴データは、過去の位置推定値、またはＯＴＤシステムのたとえ
ば過去のＯＴＤ値を含む。不可能な値は、たとえば、移動局１にとって非合理的なほどの
高速の推定を生じる値である。
【００５２】
さらに、位置決定プロセスは、たとえば、高速で走行する車上に固定的に取り付けられて
いることを示す加入者特定プロファイル、または加入者によって使用される機器に関連し
たデータ、たとえば、問題としている機器タイプの無線周波数部分で発生される受信信号
の伝搬遅延に関する情報を利用してよい。既知の定誤差を補正する係数も、このプロファ
イルに含めることができる。
【００５３】
位置決定プロセスで使用されるバースト信号の幾つかの要素は知られており、したがって
、それらを使用して、相関によりインパルス応答を計算することができる。好ましくは、
バースト信号の次の要素が、相関に使用される。
【００５４】
－　同期チャネルの６４ビット・トレーニング・シーケンス。
【００５５】
－　共通、高速関連、低速関連、およびスタンドアロン専用制御チャネル、およびトラフ
ィック・チャネルの２６ビット・トレーニング・シーケンス。
【００５６】
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－　ダミー・バーストの中間の３２ビット。
【００５７】
受け取られた同期バーストは、対応する長いトレーニング・シーケンスと比較される。同
期バーストはタイミング測定に特に適しているので、それらから計算された時間差値はリ
ファレンス値として使用され、可能性として、平均化で重みを付けられる。
【００５８】
他のバーストは、標準のトレーニング・シーケンスと比較される。なぜなら、それが正し
そうであるからである。これは、トレーニング・シーケンスの数が、ブロードキャストお
よび制御チャネル、および普通は同様に他のチャネル上の基地局カラー・コード（ＢＣＣ
）と常に同じだからである。
【００５９】
もし受け取ったバーストが標準のトレーニング・シーケンスと相関しなければ、それはダ
ミー・バーストの中間部分と比較される。ＧＳＭには、８つの標準のトレーニング・シー
ケンスがある。
【００６０】
インパルス応答の形からインパルス応答が正しいか否かを決定するとき、少なくとも次の
前提条件が使用される。すなわち、インパルス応答の最大のタップが所定のしきい値より
も高いか、または最大タップおよびその周囲のタップが、残りのタップよりもかなり高い
かである。充分に高いタップを選択するとき、現在のタップと最大タップとの比較に、た
とえば、２０％しきい値を使用することができるが、最大タップの前後でしきい値が異な
っていてもよい。たとえば、山腹が基地局から移動局への反射された非見通し線（ＮＬＯ
Ｓ）信号を生じる山岳区域では、後者のしきい値は、前者よりも高く設定される。反射信
号は強いときもあるが、通常は直接経路を介して到着する信号よりも弱い。反射信号は位
置決定プロセスから排除される。なぜなら、反射信号の伝搬時間は直接経路を介して到着
する信号よりも長く、したがって、それは誤った結果を生じるからである。信号が直接経
路のみを介して到着するとき、インパルス応答は１つだけの高いタップを有する。さらに
、しきい値を決定する場合に、信号対雑音比を使用することができる。ウィンドウを最大
タップの周囲に形成して、ウィンドウ外の全てのタップが、それらの高さに関わらず拒絶
されるようにすることができる。ウィンドウは、たとえば、２０タップの長さであってよ
く、それは時間軸上で安全領域を限定する。
【００６１】
さらに、最大のタップがインパルス応答の最初および最後のタップと比較される境界チェ
ック法を使用することができる。最大のタップはそれらよりも明らかに高くなければなら
ない。たとえば、最初の３つのタップ、および最後の３つのタップを比較に使用すること
ができる。
【００６２】
さらに、最大タップが、チェックされるべき唯一のタイム・ゾーンであるあるタイム・ゾ
ーン内に位置することが予想される、統計的方法を使用することができる。この統計ゾー
ンは、インパルス応答内に３３のタップを仮定した場合、タップ１４～２５から構成する
ことができる。インパルス応答が満足できるために、最大タップはこのゾーン内に置かれ
なければならない。本方法は、過去のバーストに基づくテストを追加することによってさ
らに正確にすることができる。
【００６３】
たとえば、船舶上でナビゲーションのために使用される全地球測位システム（ＧＰＳ）を
、移動局１へ接続し、特にトランシーバ基地局２、３、４から遠く離れているとき、また
はただ１つのトランシーバ基地局２、３、４のサービスエリア内にあるとき、移動局１の
位置に関するより正確な情報を提供するようにすることもできる。
【００６４】
本発明は、前述した適用例に限定されず、下記に記載される請求項によって規定される発
明思想の範囲から逸脱することなく、多くの様々な態様に変更することができる。
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【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明による設備における基本的な構成要素を示している。
【図２】　本発明による位置決定方法の動作の基本的な段階を、流れ図の形式で示してい
る。
【図３】　インパルス応答を座標系で示している。
【図４】　受け取ったバーストから時間差を決定する方法をブロック図で示す。
【図５】　可能な位置決定機能の割り当ての境界を概略的に示している。
【図６】　位置決定機能の割り当ての例を示している。

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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